
⽇時：2022年1⽉14⽇（⾦）

 ���������13:00〜14:30

場所：Zoom

⾔語：⽇本語

��
フィールドワークにおいては、「現地の�びと」と良�な��を築き、時間をかけてその場にいる�利を�得

していくというのが理想的な����だといえる。だが、�とフィールドとの��はそのようなものではあり

えなかった。なぜなら「�査地」は�の⽣まれ�った�であり、�⾃�、���を�す�前から研���であ

る����の担い⼿のひとりだったからである。

���において、現地の�びと⾃�による��は、やや���されてきたようにもみえる。ところが�が��

してきたのは、「現地の�」が研�すること、あるいは研�者になることがもたらす�しさでもあった。�発

�では、この��さに�⾯しながら地元の�びとと�わりながら�えてきたことについて⽰し、研�者とフィ

ールドの��についてひとつの�点を提⽰することを�みる。

郷⼟の研究者はいつまで同郷⼈
でいることができるか？

第 3 回  E A A 「 ⺠ 俗 学 × 哲 学 」 研 究 会

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZI
ocu2hpzIsHN2AC7GE4cmdIKo26LUJcS7p

主催： 東京⼤学東アジア藝⽂書院

�告者

�� �� （����研�科��授）

コメンテーター

� ��（�⻄��⼤��授）

司�

前野 ���（EAA�任助�）

―アカデミック⺠俗学者にとっての地元について―

https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZcrde6gqT4uE92WyN9NpuBT3Q0Kjme1nobN

